
当
館
が
所
蔵
す
る
古
文
書
史
料
に
は
、
当
館
が
平
成

五
年(

一
九
九
三)

に
開
館
す
る
以
前
は
秋
田
県
庁
、
秋

田
県
立
博
物
館
、
旧
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館(

以
下
「
旧

秋
田
図
書
館
」)

に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
史
料
群
に
加
え
、

当
館
の
開
館
以
降
に
ご
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
「
混
架
資
料
」
と
い
う
史
料
群

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
混
架
」
と
は
ま

た
変
わ
っ
た
名
称
で
す
よ
ね
。
実
は
こ
の
史
料
群
は
、

旧
秋
田
図
書
館
が
昭
和
二
三
年(

一
九
四
八)

以
前
に
収

集
し
た
も
の
の
う
ち
、
未
整
理
と
な
っ
て
い
た
史
料
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
旧
秋
田
図
書
館
時
代
に
「
郷
土
資
料
」

な
ど
と
し
て
整
理
さ
れ
た
史
料
の
多
く
に
は
図
書
館
分

類
法
に
よ
る
資
料
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
混
架
資
料
は
当
時
の
書
架
の
番
号
に
応
じ
た
資
料

番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
に
長
く
「
未
整
理
」
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
あ

ま
り
価
値
が
な
い
の
で
は
な
い
か
？
と
思
わ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
「
混

架
資
料
」
は
貴
重
な
史
料
を
数
多
く
含
む
史
料
群
な
の

で
す
。
そ
の
分
野
も
藩
政･

幕
政
に
関
係
す
る
も
の
か
ら
、

地
誌･

伝
承
、
戊
辰
戦
争
、
儒
学･

国
学
な
ど
の
思
想
、

軍
学･

史
学･

医
学･

博
物
学･

天
文
学
な
ど
の
諸
学
問
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
絵
図
が
四
五
点
あ

り
、
そ
の
中
に
は
蝦
夷
地
関
係
の
絵
図
が
十
一
点
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
日
記
史
料
を
三

つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
野
上
陳
令
日
記
》

野
上
陳
令(

国
佐
、
一
七
七
四
～
一
八
四
六)

は
、
秋

田
藩
の
藩
校
明
徳
館
の
祭
酒(

最
高
責
任
者)

や
藩
の
評

定
奉
行
、
能
代
方
御
用
、
銅
山
方
吟
味
役
な
ど
を
歴
任

し
た
人
物
で
す
。
実
は
「
野
上
陳
令
日
記
」
と
い
う
史

料
名
は
な
く
、
彼
が
残
し
た
日
記
三
九
冊
の
総
称
と
し

て
そ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
日
記
に
は
「
銅
山
方

吟
味
役
御
用
日
記
」「
御

学
館
文
学
日
記
」
な
ど

の
史
料
名
が
付
け
ら
れ

て
お
り
、
秋
田
藩
の
い

わ
ゆ
る
改
革
派
官
僚
と

し
て
行
政
に
携
わ
っ
た

人
物
の
記
録
と
し
て
貴

重
な
史
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。
陳
令
の
義
理
の

息
子
で
あ
る
野
上
陳
孝

の
日
記
も
三
二
冊
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

野上陳令日記（御学館文学日記）

《
初
岡
綱
正
日
記
》

初
岡
綱
正(

敬
治
、
一
八
二
九
～
一
八
七
一)

は
幕
末

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
秋
田
藩
士
で
、
明
徳
館
教

授
、
新
政
府
の
立
法
府
で
あ
っ
た
公
議
所
の
公
議
人
、

集
議
院
議
員
、
秋
田
藩
権
大
参
事
な
ど
を
歴
任
し
ま
し

た
。
新
政
府
の
開
国
和
親
政
策
を
誤
っ
た
欧
化
主
義
で

あ
る
と
し
て
批
判
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
し
ま
し
た
が
、

明
治
三
年(

一
八
七
〇)

の
反
政
府
事
件
に
連
座
し
て
捕

え
ら
れ
、
翌
年
に
刑
死
し
ま
し
た
。当
館
は
文
久
二
年(

一

八
六
二)

か
ら
明
治
四
年
ま
で
の
日
記
七
冊
を
所
蔵
し
て

い
ま
す
。(

「
秋
田
市
史
叢
書
」
平
成
十
三
年
刊
行)

《
石
井
忠
行
日
記
》

「
伊
頭
園
茶
話
」
の
著
者
石
井
忠
行(

一
八
一
八
～
一

八
六
九)

の
日
記
で
す
。
石
井
忠
行
は
大
坂
詰
め
勘
定
吟

味
役
や
、
蝦
夷
地
の
御
持
場
見
分
御
用
出
役
、
財
用
奉

行
な
ど
を
歴
任
し
、
戊
辰
戦
争
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
記
は
十
二
冊
（
道
中
日
記
一
冊
を
含
む
）
で
、

弘
化
二
年(

一
八
四
五)

か
ら
明
治
二
六
年
に
か
け
て
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
半
は
藩
政
に
関
わ
る
内
容

で
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
廃
藩
置
県
な
ど
新
政
府
の

政
策
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
内
容
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
「
混
架
資
料
」
に
は
、
令
和
二
年
三
月
に
県

指
定
文
化
財
と
な
っ
た
「
岡
本
元
朝
日
記
」
や
、
天
保

年
間
に
編
纂
さ
れ
た
「
郡
邑
記
」
の
編
者
で
あ
る
大
越

国
信
の
日
記
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
日
記
の
他
に
も
、
前
述
し
た
よ
う
に

多
彩
な
内
容
が
含
ま
れ
た
史
料
群
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
煙
山
英
俊
】
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企
画
展
（
前
期
）
「
所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
の
行
事
と
く

ら
し
」
を
当
館
二
階
特
別
展
示
室
で
開
催
し
ま
す
。
期
間

は
、
八
月
二
十
四
日
（
月
）
～
九
月
二
十
二
日
（
火
）
で

す
。
入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
史
料
群
紹
介
】

「
混
架
資
料
」
の
日
記
類
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県
で
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
印
刷
物
や
ラ
ジ
オ
に
よ

る
広
報
に
加
え
て
県
政
紹
介
の
映
画
を
導
入
し
、
映
画

館
で
の
幕
間
に
一
〇
分
間
程
度
の
映
画
を
上
映
し
ま
し

た
。公

文
書
館
で
は
、
当
時
の
映
像
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
て
所

蔵
し
、
月
替
で
毎
日
五
話
程
度
、
閲
覧
室
内
の
テ
レ
ビ

で
上
映
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
二
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
で
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
映
す
る
「
県
政
映
画
上
映

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
稿
で
は
、
所
蔵
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
か
ら
、
昭
和
三
十
四

年
一
月
に
上
映
さ
れ
た
「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
№
十
八
」
の

内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
終
戦
か
ら
十
四

回
目
の
年
末
年
始
を
迎
え
、
生
活
に
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
頃
の
映
像
集
で
す
。

【
あ
け
ゆ
く
一
九
五
九
年
】

鳥
海
山
麓
で
の
ん
び

り
牛
を
飼
育
す
る
農
家

の
映
像
で
す
。
庭
先
で

幼
い
娘
さ
ん
が
牛
の
親

子
の
世
話
を
し
て
い
る

仕
草
が
と
て
も
微
笑
ま

し
く
見
え
ま
す
。
牛
は

当
時
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
輸
入
さ
れ
た
ジ
ャ

ー
ジ
ー
乳
牛
。
現
在
も

鳥
海
高
原
や
仁
賀
保
高

原
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
品
種
で
、
こ
の
頃
に
は
既
に
飼

育
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
八
郎
潟
干
拓
工
事
】

浚
渫
船
の
作
業
と
堤
防
内
側
の
模
様
で
す
。
七
年
後

し
ゅ
ん
せ
つ
せ
ん

の
完
成
を
目
指
し
て
、
二
年
目
に
入
っ
た
八
郎
潟
の
干

拓
工
事
。
浚
渫
船
か
ら
揚
げ
ら
れ
る
土
砂
、
一
日
市
町

沖
に
造
ら
れ
る
人
工
の
島
、
工
事
最
大
の
難
関
と
い
わ

れ
た
深
い
泥
の
上
へ
の
堤
防
工
事
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
船
越
・
払
戸
間
を
一
直
線
に
結
ぶ
西
部
干
拓

堤
防
の
内
側
約
一
五
〇
ｈ
ａ
の
排
水
も
行
わ
れ
、
県
の

土
壌
試
験
で
「
西
部
干
拓
地
で
は
反
当
た
り
三
〇
〇
キ

ロ
の
米
は
確
実
に
採
れ
る
」
と
太
鼓
判
、
と
明
る
く
伝

え
て
い
ま
す
。

【
県
庁
舎
建
設
工
事
】

昭
和
三
十
二
年
に
火
災
で
焼
失
し
た
旧
県
庁
舎
。
昭

和
三
十
三
年
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
庁
舎
建
設
工
事
の

模
様
で
す
。
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
の
完
成
を
め
ざ
し

て
、
地
上
六
階
地
下
一
階
の
本
庁
舎
建
築
工
事
の
う
ち
、

地
下
と
一
階
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
み
作
業
が
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
は
、
二
〇

日
間
で
一
階
ず
つ
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
め
ら
れ
て
い
る
、

と
伝
え
て
い
ま
す
。
冒
頭
の
上
空
映
像
で
は
、
建
設
地

の
周
辺
は
、
見
渡
す
か
ぎ
り
田
ん
ぼ
。
町
名
も
現
在
の

「
山
王
四
丁
目
」
で
は
な
く
、
当
時
は
「
秋
田
市
川
尻

字
八
十
刈
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
構
造
も
「
永
久
建
築
」
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

時
代
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【
と
れ
た
ぞ
ハ
タ
ハ
タ
（
金
浦
町
）
】

由
利
郡
金
浦
漁
港
の

ハ
タ
ハ
タ
漁
の
模
様
で

す
。
漁
期
を
迎
え
産
卵

の
た
め
港
に
寄
せ
て
き

た
ハ
タ
ハ
タ
を
、
直
径

一
ｍ
あ
ま
り
の
丸
網

「
輪
っ
か
網
」
で
す
く

い
獲
る
独
特
な
漁
法

で
、
四
人
乗
り
の
手
漕

ぎ
船
で
漕
ぎ
出
し
た
漁

師
が
、
冬
の
荒
波
の
上

で
壮
観
な
作
業
を
展
開
し
ま
す
。
舟
歌
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
入

っ
て
雰
囲
気
も
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
水
揚
げ
さ
れ

た
ハ
タ
ハ
タ
で
足
の
踏
み
場
も
な
い
漁
港
内
の
魚
置
き

場
か
ら
ス
コ
ッ
プ
で
箱
詰
め
さ
れ
て
い
く
映
像
を
見
る

と
、
漁
港
周
辺
だ
け
な
の
に
、
た
っ
た
一
日
で
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
獲
れ
て
い
た
の
か
、
と
驚
か
さ
れ
ま
す
。

【
さ
よ
な
ら
ラ
ン
プ
生
活（
鷹
巣
町
）】

開
拓
村
の
電
灯
工
事
完
成
祝
賀
の
模
様
で
す
。
当
時
、

本
県
の
開
拓
地
の
三
分
の
一
で
は
ラ
ン
プ
の
生
活
を
送

っ
て
い
ま
し
た
が
、
鷹
巣
町
岩
坂
地
区
の
開
拓
農
家
で

は
、
新
し
い
年
と
と
も
に
、
電
灯
の
生
活
に
入
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
作
業
を
見
守
る
子
供
た
ち
の
顔
も
嬉

し
そ
う
で
す
。
開
拓
地
に
入
っ
て
一
戸
あ
た
り
三
ｈ
ａ

の
雑
木
林
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
か
ら
一
〇
年
、
よ
う

や
く
迎
え
た
点
灯
式
に
県
や
役
場
の
人
達
も
顔
を
見

せ
、
喜
び
を
と
も
に
す
る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
高
橋
正
弘
】

県
政
映
画
上
映
会

～
令
和
二
年
八
月
二
十
八
日
（
金
）
開
催
～


